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を
か
け
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
〇
〇
万
円
の
自

動
車
を
買
う
と
消
費
税
を
含
め
て
一
〇
万
円
の
税
金
を

払
う
こ
と
に
な
る
。
他
の
モ
ノ
は
五
％
で
あ
る
が
、
自

動
車
が
一
〇
％
で
あ
る
理
由
は
自
動
車
が
贅
沢
品
で
あ

る
か
ら
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
消
費
税
は
、
平
等
の

理
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
モ
ノ
に
購
入

金
額
一
円
当
た
り
で
等
し
い
税
額
を
課
す
。

　

消
費
税
の
導
入
が
モ
ノ
の
区
別
を
撤
廃
し
た
も
の
で

あ
る
以
上
、
自
動
車
取
得
税
は
、
一
般
財
源
化
さ
れ
た

途
端
に
課
税
の
根
拠
を
失
う
。
税
制
が
政
治
の
産
物
で

あ
る
以
上
、
課
税
の
根
拠
を
失
っ
た
税
は
納
税
者
か
ら

の
挑
戦
を
受
け
る
。
税
の
軽
減
、
撤
廃
は
納
税
者
団
体

の
政
治
力
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
自
動
車
製
造

業
は
、
我
が
国
の
経
済
を
支
え
る
主
要
産
業
で
あ
り
、

経
済
団
体
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
も
大
き
い
上
に
、
雇
用
の

裾
野
も
広
い
。
自
動
車
取
得
税
の
よ
う
に
自
動
車
販
売

に
直
接
影
響
す
る
税
金
に
は
軽
減
や
廃
止
の
強
烈
な
圧

力
が
働
く
。
課
税
根
拠
が
消
失
し
た
以
上
、
こ
の
よ
う

な
税
は
長
期
的
に
持
続
可
能
で
は
な
い
。
一
般
財
源
化

に
よ
っ
て
財
務
省
は
パ
ン
ド
ラ
の
箱
を
開
け
た
の
で
あ

る
。

　

使
途
が
自
由
で
あ
る
と
い
う
一
般
財
源
制
度
の
利
点

は
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
欠
点
と
な
る
。
一
般
会
計
で
あ

る
財
政
は
歳
入
と
歳
出
を
分
離
す
る
。
歳
入
は
徴
税
と

い
う
権
力
作
用
で
あ
る
一
方
、
歳
出
は
公
共
サ
ー
ビ
ス

う
主
張
は
、
学
生
へ
の
教
育
支
援
は
図
書
券
よ
り
も
同

額
の
奨
学
金
の
方
が
よ
り
良
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
自
由
に
支
出
を
決
め
ら
れ
る
方
が
よ
り
高
い

満
足
を
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
満
足
度
が
よ
り
高
い

と
い
う
こ
と
は
、
同
じ
支
出
（
費
用
）
に
よ
っ
て
よ
り

大
き
な
満
足
（
効
果
）
を
得
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
よ

り
効
率
的
で
あ
る
。
総
合
的
に
考
え
る
、
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
る
と
い
う
こ
の
考
え
方
を
国
家
財
政
に
適
用

し
た
の
が
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
で
あ
る
。

　

こ
の
発
想
は
、
小
泉
元
首
相
が
主
導
し
た
こ
と
も
あ

り
、
小
泉
改
革
の
一
環
で
あ
る
よ
う
に
扱
わ
れ
、
マ
ス

コ
ミ
も
礼
賛
し
た
。
小
泉
改
革
を
推
進
す
る
政
策
手
段

は
、
民
営
化
、
規
制
緩
和
、
市
場
化
、
地
方
分
権
、
減

の
提
供
と
い
う
管
理
作
用
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
異
な
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
財
務
省
の
主
税
局
と
主
計
局

が
ま
っ
た
く
別
物
で
あ
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。

　

一
般
会
計
の
利
点
と
欠
点
は
「
自
由
に
使
え
る
」
が

「
歯
止
め
が
効
か
な
い
」
と
簡
潔
に
表
現
で
き
る
。
歳
入

と
歳
出
に
関
連
性
が
な
い
た
め
、「
高
負
担
・
低
サ
ー
ビ

ス
」
も
「
低
負
担
・
高
サ
ー
ビ
ス
」
も
許
さ
れ
る
。
財

務
省
は
前
者
を
画
策
し
、
国
民
は
後
者
を
望
む
。
民
主

主
義
政
治
プ
ロ
セ
ス
は
、
財
務
省
の
儚
い
夢
を
砕
き
、

後
者
を
加
速
さ
せ
、
我
が
国
の
公
的
債
務
は
千
兆
円
を

超
え
て
し
ま
っ
た
。
と
は
言
え
、
自
動
車
関
係
諸
税
を

一
般
財
源
化
し
、
自
動
車
関
係
者
を
レ
ン
ト
シ
ー
キ
ン

グ
活
動
に
走
ら
せ
た
の
は
財
務
省
に
他
な
ら
な
い
。

　

特
定
財
源
制
度
で
の
選
択
肢
は
、「
高
負
担
・
高
サ

ー
ビ
ス
」
か
「
低
負
担
・
低
サ
ー
ビ
ス
」
か
で
あ
る
た

め
、
大
ま
か
な
受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
は
保
た
れ
る
。

特
定
財
源
制
度
で
は
、
総
体
と
し
て
受
益
と
負
担
の
バ

ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
（
内
生
的
制

約
）、
財
政
赤
字
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。
先
進
国

で
最
大
の
財
政
赤
字
を
抱
え
な
が
ら
も
、
さ
ら
に
赤
字

国
債
を
発
行
し
続
け
る
の
は
制
約
が
な
い
一
般
会
計
の

欠
点
で
あ
る
。
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
と
い
う

小
泉
改
革
の
理
念
に
反
す
る
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
我
が
国
の
財
政
規
律
は
さ
ら
に
緩
ん
だ
の
で

あ
る
。

税
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
小
泉
改
革
の
本
質
は
、
よ
り
現

場
に
近
い
と
こ
ろ
で
よ
り
実
態
を
把
握
し
て
い
る
者
が

責
を
負
い
な
が
ら
取
り
組
む
（
換
言
す
れ
ば
、
自
己
責

任
に
よ
る
選
択
）
べ
き
で
あ
る
と
い
う
判
断
で
あ
る
。

　

賢
明
な
読
者
は
、
小
泉
改
革
の
理
念
と
道
路
特
定
財

源
の
一
般
財
源
化
が
矛
盾
す
る
こ
と
に
気
が
付
く
で
あ

ろ
う
。
一
般
財
源
化
は
、
中
央
集
権
化
で
あ
り
、
増
税

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
賢
く
正
義
を
通
す
理
想
的
な
中

央
政
府
、
国
会
が
あ
れ
ば
良
い
。
そ
れ
は
望
む
べ
く
も

な
い
。
理
想
的
で
な
い
中
央
政
府
、
国
会
の
下
で
、
合

理
的
な
個
人
と
民
間
企
業
は
ど
の
よ
う
に
行
動
し
、
ど

の
よ
う
な
事
態
に
陥
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

自
動
車
取
得
税
は
自
動
車
の
販
売
価
格
に
五
％
の
税

　

終
戦
直
後
に
我
が
国
の
道
路
事
情
を
調
査
し
た
ワ
ト

キ
ン
ス
調
査
団
は
、
道
路
を
こ
れ
だ
け
無
視
し
た
先
進

国
は
な
い
と
驚
嘆
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
戦
前
は
道
路

を
司
る
役
所
が
内
務
省
で
あ
り
、
一
般
財
源
の
一
部
の

み
が
道
路
に
支
出
さ
れ
た
た
め
、
慢
性
的
な
財
源
不
足

で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
反
省
に
立
っ
て
創
設
さ

れ
た
の
が
、
特
定
財
源
制
度
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
持
続
的
に
維
持
管
理
の
必
要
性
は
高
ま
っ

て
行
く
。
維
持
管
理
は
手
を
抜
い
て
も
即
座
に
問
題
が

発
現
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
手
を
抜
き
、
コ

ス
ト
を
削
減
し
た
方
が
短
期
的
に
は
利
用
者
で
あ
る
国

民
に
ほ
め
ら
れ
る
。
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
に
は
手
抜

き
を
促
進
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
内
包
さ
れ
て
お
り
、

一
般
会
計
で
は
、
そ
の
圧
力
は
よ
り
一
層
強
ま
っ
て
安

定
的
な
財
源
が
確
保
さ
れ
な
い
事
態
に
陥
る
。

　

こ
の
問
題
を
打
破
す
る
た
め
に
、
意
思
決
定
者
あ
る

い
は
管
理
者
が
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
効
か
せ
る
こ
と
が
で
き

る
規
模
と
シ
ス
テ
ム
を
備
え
、
自
律
的
な
運
営
に
よ
っ

て
効
率
化
を
図
り
、
道
路
利
用
者
と
国
民
の
利
益
を
最

大
化
す
る
特
定
財
源
制
度
を
創
設
す
る
べ
き
で
あ
る
。

米
国
の
連
邦
道
路
信
託
基
金
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
我

が
国
に
、
自
動
車
関
係
諸
税
な
ど
を
特
定
財
源
と
し
た

陸
上
交
通
全
体
を
包
括
し
た
信
託
基
金
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
が
、
い
ま
か
ら
私
た
ち
が
直
面
す
る
深
刻
な
問

題
を
解
決
す
る
有
力
な
方
策
な
の
で
あ
る
。

　

昨
年
末
の
総
選
挙
に
よ
っ
て
政
権
に
復
帰
し
た
自
民
、

公
明
両
党
は
、
道
路
特
定
財
源
制
度
の
再
導
入
を
検
討

し
た
が
、
少
な
く
と
も
本
年
度
の
導
入
は
見
送
っ
た
。

国
民
や
マ
ス
コ
ミ
の
非
難
を
恐
れ
て
の
決
定
で
あ
り
、

腰
砕
け
と
の
印
象
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
動
き
は
正

し
い
こ
と
が
正
し
く
議
論
さ
れ
始
め
た
こ
と
の
証
左
で

あ
り
、
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
る
（
も
っ
と
も
自
動
車

重
量
税
を
死
守
し
た
い
財
務
省
が
黒
子
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
）。
本
稿
で
は
、
道
路
特
定
財
源
の
再
導
入
の
必

然
性
と
必
要
性
を
整
理
す
る
。

　

特
定
財
源
制
度
よ
り
も
一
般
財
源
制
度
が
良
い
と
い

一
般
財
源
化
に
よ
り
何
が
起
こ
っ
た
か
？
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